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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2025-2026年度クラブ方針 

「例会に出席しよう 

      みんなに会おう」 

中元君：田代利彦様、本日の卓話よろしくお願いいたしま

す。医師会では大変お世話になりました。 

上野山（栄）君：田代様、ようこそお越し下さいました。卓話

楽しみです。日曜日は久々のゴルフで楽しませて頂き

ました。参加の皆様、楽しい時間をありがとうございまし

た。 

橋爪（誠）君：田代様、ようこそ有田RCへ。本日の卓話よろ

しくお願いします。先週のゴルフコンペ＆親睦会楽し

かったです。みなさん最高。 

菅原君：田代利彦様、ようこそ有田ロータリークラブへ。本

日の卓話宜しくお願い致します。 

福原君：田代様、本日卓話よろしくお願いします。昨日の

丸の逆転満塁ホームラン感激しました。良かったです。 

嶋田君：田代様、ようこそ有田ロータリークラブへ。卓話よ

ろしくお願い致します。 

酒井君：田代様、本日は有田RCにお越しくださりありがとう

ございます。卓話楽しみにしております。 

川口君：田代利彦様、ようこそ有田RCへ。本日の卓話よろ

しくお願いいたします。勉強させていただきます。 

親睦ゴルフコンペ：ニヤピン賞で賞金1万円をゲットした中

村先生と新入会員の酒井君より、賞金まるまるニコニコ

会計に寄付いただけます。その二人のやり取りに興奮し

たブービー賞をゲットした木本会長からも自腹で同額の

寄付を頂いております。お酒のパワーはすごいです

ね！お三方、高額献金ありがとうございます。 

 

 

〔クラブ管理運営委員会 橋爪（誠）委員長〕 

本日の出席者１７名／２４名     

（うち出席規定免除者５名／７名）  

 

〔木本会長〕 

 みなさん、こんにちは。今日から6月の例会です。とうと

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第３１５４回例会） 

令和８年６月４日(木）  

〔木本会長〕 

 

〔親睦活動小員会 酒井委員長〕 

ゲスト：田代 利彦 氏 

（学校法人国際志学園参与、参議院議員望月良男 和

歌山事務所長、元 和歌山医療スポーツ専門学校 学務

部長） 

 

〔親睦活動小員会 酒井委員長〕 

配偶者誕生：成川恵美さん（6/17）、 

       上野山千穂さん（6/20）、岩橋逸子さん（6/27） 

 

〔川口SAA〕 

木本君：学校法人国際志学園参与、参議院議員望月良

男 和歌山事務所長、元 和歌山医療スポーツ専門学

校 学務部長 田代利彦様、ようこそ有田ロータリーク

ラブへ。本日の卓話宜しくお願い致します。 

児嶋君：元副市長の田代利彦様、大変お忙しい中、有田

RCへおいでいただきありがとうございます。本日の卓話

よろしくお願い致します。 

石垣君：田代利彦様、ようこそ有田RCへ。卓話よろしくお

願いいたします。 

岩橋君：田代利彦様、卓話よろしく御願いします。 

上野山（捷）君：田代利彦様、ようこそ有田RCへお越し下

さいました。本日の卓話よろしくお願い致します。 

橋爪（正）君：田代利彦様、本日の卓話よろしくお願いしま

す。 

宮井君：田代利彦様、ようこそおいで下さいました。本日

の卓話よろしくお願いします。 

松村君：昨日初体験しました。馬に乗りました。 

  令和８年６月１１日 第３１５５回 

・委員会活動報告 

 

・ソング：「四つのテスト」 

  令和８年６月２５日 第３１５６回 

・最終例会 

 会長・幹事報告 

・ソング：「我等の生業」 
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ロータリー親睦活動月間 

う、年度末の月を迎えることになりました。

本日を含め残り3回の例会、ご出席の程

宜しくお願い致します。 

 先週5月31日に、有田リソルGCにて新

入会員歓迎を兼ねての親睦ゴルフコン

ペを開催しました。参加者は、新入会員

にあたる酒井君（既に有田RCの顔ですが）・中村先生・

松村さん・中元先生・上野山栄作さん・橋爪誠治さん・菅

原会長エレクト・福原さん・嶋田さん・私木本の10名でし

た。ゴルフのあとはTAKUMIで懇親会を開催しました。そ

こでゴルフの表彰式があり、優勝はライジングサン菅原会

長エレクトでした。そしてBBは私、サンセット木本でした。

この順位は次年度の到来をゴルフ場も祝福しているよう

に感じました。何故なら、スコアは私が一打少なかったか

らです。あと、スコアの発表は個人情報に該当するので

差し控えさせていただきます。そして、懇親会には村の

溝掃除を終えた川口さんもかけつけ、みんなで大いに賑

わいました。 

 さて、6月はロータリーの親睦活動月間です。「これだけ

は知っておきたいロータリーの基礎」では、親睦活動

（Fellowship Activities）についてこう記されています。 

 ロータリークラブの会員の中にも、親睦と親睦活動を混

同する人が多いようで、親睦会やゴルフ会に参加するこ

とは親睦活動に参加することであって、親睦とは違った

次元のものである。 

 親睦活動がクラブ奉仕の充分条件の範囲内で、親睦と

いうロータリー本来の運動を高めるために補助的に活動

することは大切なことである。しかし、親睦活動委員の任

務を、親睦会の幹事や同好会の世話役に留めることは

大きな誤りです。確かに会員が心を打ち解けあう手段の

一つとして、親睦会やクラブ活動などのレクレーションも

必要である。しかし、親睦を深める最適の場所は、定例

の例会であることを忘れてはならない。例会において、い

かに友情を深めるかを考え実行することと、いかにして真

の親睦が保たれるような環境を整備することが最大の任

務なのである。 

 Rotary International in Great Britain & Irelandの推奨ク

ラブ細則には、”Fellowship Committee「親睦委員会」と

は別に”Entertainment Committee”「余興委員会」が設け

られており、親睦と親睦活動の違いが定義づけられてい

る。 

 ほとんどのクラブでは、新入会員は親睦活動委員会に

配属される。これは、新人だから下働きに使おうということ

ではなく、親睦活動委員として毎例会、会員相互の親睦

を深める活動に従事することによって、一日でも早く、古

い会員と融和を図ることを期待しているからなのである。

友情溢れる例会を通じて、ロータリアンがお互いに切磋

琢磨し自己改善に努めることで、ロータリーの説く親睦が

一層深まり、奉仕の心が高まっていく。 

（出典：源流の会 RI2680地区 田中毅PDG） 

 

〔児嶋幹事〕 

1.RI日本事務局から財団室NEWSが届いています。 

2.紀文まつり実行委員会より第44回紀文まつり実行委員

会会議の議案書が届いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.例会変更案内 後方掲示 

 

 

※奉仕プロジェクト委員会〔橋爪（誠）委員長〕 

 国際大会参加予定の会員の皆様、例会終了後6/13～

15の旅行の打ち合わせを実施します。 

 

 

 「一燈一舵 ～学校誘致と人づくりへの想い～」 
学校法人国際志学園参与、参議院議員望月良男 和歌

山事務所長、元 和歌山医療スポーツ専門学校 学務

部長  田代 利彦 氏 

 私は副市長在任中、中学校統合に

伴う旧初島中学校の跡地活用として

「学校法人 国際志学園 和歌山医療

スポーツ専門学校」の誘致に関わりま

した。地域の最大の課題である「人口

減少」の本質は単なる数の減少ではな

く、若者が進学と同時に地域を離れ、

戻らなくなることにあります。このままで

は地域の未来が静かに細っていく――その危機感から、

人が育つ場を残すことこそ未来への投資と考え、学校・

地域・行政が一体となって学校運営を行うことで、小さな

地方のまちでも人づくりの拠点を持てることを示したい、

それが誘致の目的でした。 

 開校当初は学生が集まらないのでは？ 留学生の受

入れに対する不安の声もありましたが、学生が地域の

方々と日々挨拶を交わし、イベントや行事に参加すること

で地域に溶け込み、信頼関係が生まれ、地域の空気は

次第に変化していきました。人口が大きく増えなくとも、

地域に関わる学生、人が増えることで地域は元気になる

ことを実感しています。 

 専門学校は単なる教育機関としての役割にとどまらず、

人と人とが出会い、関係性が生まれる場所として徐々に

地域の中に根づき始め、学びの場を拠点に人と関わり合

う中で、学生は育っていくものだと感じるようになりまし

た。 

 その時に思い出したのが、星稜高校元野球部監督・山

下智茂氏からいただいた「花よりも花を咲かせる土にな

れ」という言葉です。 

 何かを教え込むこと以上に、安心して挑戦できる環境

を整え、見守り支えていくことが人を育てるのだと。肥え

た土があるからこそ根は深く張り、芽を出し、幹となり、や

がて花を咲かせます。若者が地域に根を張れる環境づく

りこそが地域の未来につながると考えており、専門学校

誘致に携わった私の使命と感じています。 

 未来をつくるのは「人」です。有田ロータリークラブの皆

様は、まさにその人づくりを日々、奉仕の精神で実践され

ておりますことに心から敬意を表します。本日の内容が、

皆様にとって何か一つの気づき、そして燈となれば幸い

です。 

 

 

 

 

 幹事報告  

 卓 話 

委員会報告 

 次週6/18は休会です 

閉会・点鐘 〔木本会長〕 


